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自分の話の価値に気付けた

教室が安全な場所だから挑戦できた

　これまで、職場の人にも家族にも、自分の想いはわかっ
てもらえない、どうせ伝わらないと諦めていました。親
しい友人にも自分の気持ちを話すのが怖くて、プライ
ベートの深い話はできなかったんです。
   私は、理学療法士として働きながら 20 年間、3 人の
家族の介護も続けてきました。正直、つらいことも色々
あって誰かに話したかったけれど、「愚痴は言っちゃだ
めだ」と思い我慢していたんです。でも、話し方の学校
で教わったやり方で話してみると、「すごいね！」「話し
てくれてありがとう」「それはキョウにしか話せないね」
とクラスメイトが喜んでくれました。話し方次第で、愚
痴が価値に変わることに気付いたんです。
正しいやり方を知ったことで「自分の話には価値がある。
だから、話してもいいんだ」と確信を持てるようになり
ました。

　自分の話に価値があると気付くと、少しずつ自信が出
てきて本音を言えるようになりました。名古屋から通
うクラスメイトの K さんとは、ケンカになるんじゃない
かと思うほど意見をぶつけ合いました。親友にさえ本音
を言えなかったこれまでの私には考えられない大きな変
化でした。不安や後悔、反省のいろんな感情が心をめぐ
りましたが、そのことをきっかけに、K さんは私を全力
で応援してくれました。講演会開催を決めてブログに投
稿した時には、話し方の学校の生徒全員に「キョウの
ブログを読んで！」と呼びかけてくれたんです。
   そんな仲間の応援があって、今度開催する初めての
講演会には、「参加します！」「手伝えることがあったら
言って！」とコメントをもらったり、知らない人からも

「ブログを読んでいます」と声をかけられるという、
想像もできないことが起こっています。

　自分の話を語ってみようと思えたのは、教室を安全な
場所だと感じられたからです。話し方の学校のグランド
ルールに「失敗は、挑戦することで得られる価値である」
という項目があります。だから先生方は失敗すると、拍
手してくれるんです。「みんなにとって大きなプレゼン
トになったね」と褒めてくれるんです。
　また、クラスメイトの存在も大きな力になりました。
私と同じように「こんなこと話していいんだろうか」

本音をぶつけあう仲間が応援してくれた

　「自分の話には価値がある」そう思えるようになった
私は、人前で話したいと思うようになりました。滋賀か
ら通うのは大変でしたが、介護に悩む人に自分の体験を
どうしても伝えたいと思ったんです。

まさか自分が講演するなんて！

橋中 今日子さん

リハビリの専門家として病院に勤務。認知症の祖母と
要介護の母と知的障害の弟との４人暮らし。介護歴
20 年。「介護に疲れた時に心が軽くなるヒント」と
いうタイトルのブログは、開設後 3 日間で FC2 人気
ブログランキング在宅介護部門で１位を獲得。

43 歳 理学療法士

「自分の気持ちを出すのが怖い」と不安を抱えながらも、
「言葉で伝えられるようになるチャレンジをする」と
心に決めて頑張っているからです。同じ志を持つ仲間の
存在は心強く、本当にありがたいものです。
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言いたいことを一方的に伝えていた

衝撃を受けた自分のスピーチ映像

　もう、驚きでした。私のコミュニケーションは、間違い
だらけだと気付いたからです。これまでは、「自分が言い
たいこと」を一方的に伝えていました。ひとりで考えをま
とめて、結論まで出す。同僚が意見やアドバイスをくれて
も、受け入れられませんでした。会議やパーティーは、と
にかく苦手。すごく疲れるからです。
   だから「自分は人と話すのが好きじゃない」と思い込
んでいました。でも、授業で「コミュニケーションは受け
取ること」と言われてびっくりしました。だって、受け取っ
たことがないんです。これまで。言いたいことを言えれば
いいと思っていた。そのくせ「ダメな人だ」と思われたく
なくて変な力がいっぱい入っていたんです。

　スピーチは、わりと得意な方だと思っていました。準
備もしっかりして臨むので、間違えることもあまりあり
ません。ところが、授業でのスピーチ動画を後から見て
みると、ひどいんです。言葉はわかりにくいし、声はモ
ゴモゴしていて聞き取りづらい。今までこんなスピーチ
をしてきたのかと思うと、恥ずかしいし悔しかった！で
も、冷静になって気付いたんです。「待てよ、気付けたっ
てことは改善できる！過去は変えられないけれど、未来
は変えられるんだ！」その時からです。私の話し方チャ
レンジが始まったのは。
   話し方の学校ではスキルアップの為に、日常で取り組め
る宿題があります。その宿題を進めていくうちに、日常の
意識が変わってきました。これまでも毎日話していた

明るくなったと言われた

中村 浩太郎さん

クラスメイトへの鋭いフィードバックは、講師のお
墨付き。卒業スピーチ大会委員を務めるなど、積極
的に話し方の学校イベント企画もリードする心強い
存在。

33 歳 東京都職員

   授業で言われた、忘れられない一言があります。「浩
太郎の感情が聞きたい」
最初は意味がわかりませんでした。だって自分はちゃ
んと感情を伝えているつもりなんです。「浩太郎は話す
のは下手じゃない。どちらかと言えばわかりやすい話
ができてるよ。きっと職場や日常でも、人から話し方
を指摘されたりしないよね。でもね、話はわかりやす
いだけじゃ伝わらないんだよ。聞く人は話し手の『言葉』
と同時に『感情』も受け取っているからね」。
   また、鴨頭先生はこう言ってくれました。「浩太郎の
気づきや感情は、プレゼントなんだよ！」と。自分の
感じたことが、誰かへのプレゼントになるなんて、考
えたこともなかったのですが、感情を伝えて喜んでも
らえるならばもっと感情を伝えてみよう！と思えるよ
うになりました。そして、「説明調の型にはまった優等
生のスピーチ」ではなく、「聞いてくれる人が喜んでく
れるプレゼントスピーチ」をやってみようと思ったら、
スピーチ作りがどんどん楽しくなっていったんです。
自分が感じたことを伝えるのって、なんて嬉しくてワ
クワクすることなんだろうと思った時はじめて、自分
が実はまったく感情を伝えていなかったことに気がつ
きました。

はずなのに話の聞こえ方も、自分の話し方も全然違うん
です。最初からうまくいったわけじゃないけれど、だん
だん自分が成長している実感が湧いてきました。そして

「私は、わかりやすい言葉でハッキリと自信を持って伝
えられる！」と思えるようになったんです。
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